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知音を悼む

森　英樹

　わたしが森昌己さんの知己を得たのは三十数年前で、当時のお宅が茅ヶ

崎にあって，わたしもまたその近くに仮寓していたのである。昌己さんは

飄々として雲の上を歩いているようで、また世間のことに詳しい不思議な

人であったから，世知に疎いわたしはよく電話をかけて、いろいろと教え

を乞うたものだった。

　わたしがフランス文学と漢文学の交渉をあつかった論文の掲載をはじめ

ると，さっそく Ph. ソレルスの《Le Secret》を見せてくれた。ソレルスは

ここで仲長統の四言詩に触れていて、わたしは昌己さんのお陰でこの後漢

の学者に高逸な詩があることを知ったのである。昌己さんはプルーストに

とどまらず、その興味の赴くところが不思議に広い人で，わたしは一鑑を

亡くした感を否めない。

　今年六月、迫りくるものに対して一種の覚悟を得られたようなさわやか

な表情で語られた、本号に載るはずだった論文の未完が惜しまれてならな

い。


